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○報告の概要

実践事例

臨時休業中・学校再開後の取組

生徒・教師の感想

文理探究科の開設に向けて
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（１）生徒の意欲・関心を高める。

（２）思考を深める。

（３）協働する力を高める。

（４）表現する力を高める。

（５）情報機器活用能力を高める。
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（１） 教材の提示

（２） 発表

（３） 思考の可視化

（４） 情報の共有と発表

実践事例



５

３年古典Ｂ：プロジェクタで教科書本文を提示

実践事例 （１）教材の提示①
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実践事例

２年生物基礎：解剖の様子を提示・解説

（１）教材の提示②
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実践事例

２年保健体育：ダンスを撮影、振り返り

（１）教材の提示③
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実践事例

部活動(演劇部)：他校の作品を視聴・研究

（１）教材の提示④
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実践事例

１年数学Ⅰ：GeoGebra(ジオゼブラ)の活用

（2）発表①

個人で考え、予想を確認
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実践事例 （2）発表②
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実践事例

１年数学Ⅰ：グループ内で発表

（2）発表③
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実践事例

１年数学Ⅰ：クラス全体に向けて発表

（2）発表④
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実践事例

１年化学基礎：化学結合のまとめ

（3）思考の可視化①
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実践事例

１年化学基礎：知識の整理（グループ）

（3）思考の可視化②
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実践事例

2年物理基礎：実験の企画

（4）情報の共有と発表①
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実践事例

2年物理基礎：実験の結果を記録

（4）情報の共有と発表②
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実践事例

2年物理基礎：実験の方法を報告

（4）情報の共有と発表③
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実践事例

2年物理基礎：実験結果を報告・発表

（4）情報の共有と発表④
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生徒の意欲や関心が高まった。

グループ学習の機会が増え、様々な
活動で話し合いを円滑に進められる
ようになった。

発表の機会が増え、話す内容を簡潔
にまとめ、自信をもって話す姿が見ら
れるようになった。

生徒の機器の操作技能が向上した。

実践を通した成果



ＩＣＴの活用を広げるために、設備を
充実させる必要がある。

多くの教員が活用できるよう、研修機
会を増やす必要がある。

ネットワーク環境を向上させる必要が
ある。

実践を通して見えてきた課題
20
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（１） 動画の配信

（2） Google Classroomの活用

（３） Zoomの検証

臨時休業中・学校再開後の取組
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教員が５分程度の動画を撮影。
生徒は自習の際の参考とする。

臨時休業中・学校
再開後の取組

（１）動画の配信①



23臨時休業中・学校
再開後の取組

（１）動画の配信②
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・自宅にインターネット環境が整っていない
など、動画が閲覧できなかった生徒

⇒学校再開後に、
図書館でタブレットＰＣを使って
閲覧できるように配慮した。

臨時休業中・学校
再開後の取組

（１）動画の配信③
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Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｌａｓｓｒｏｏｍを活用し、
生徒への連絡、解答配信を行った。

臨時休業中・学校
再開後の取組

（２）Google 
Classroomの活用①
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課題の模範解答を配信

臨時休業中・学校
再開後の取組

（２）Google 
Classroomの活用②
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家庭学習の課題提出

臨時休業中・学校
再開後の取組

（２）Google Classroom③
（２）Google 
Classroomの活用③
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Ｚｏｏｍによる双方向型のオンライン授業を検証

臨時休業中・学校
再開後の取組

（３）Zoomの検証①



29臨時休業中・学校
再開後の取組

（３）Zoomの検証②

３年物理：単振動の式
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東京大学「高校生と大学生のための金曜特別講義」

臨時休業中・学校
再開後の取組

（３）Zoomの検証③



Zoomによる双方向型授業が円滑に
できるためには、ネットワーク環境を
向上させる必要がある。

現在の校務用端末では、Google 
Classroomの活用に制限がある。

Google専用のオンライン授業ツー
ル『Google Meets』では接続がで
きない。

31
取り組みを通して見えてきた課題



Zoomによる双方向型授業が円滑に
できるためには、ネットワーク環境を
向上させる必要がある。

現在の校務用端末では、Googleの
活用に制限がある。

Google専用のオンライン授業ツー
ル『Google Meets』では接続がで
きない。

31
取り組みを通して見えてきた課題

今後にむけて、双方向型授業を
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｔｅａｍｓで実施できるよう進
めている。現在、教員の研修会を実施。
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生徒の感想
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物理の授業を受けた生徒

生徒の感想
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生徒の感想

東京大学の講義を受講した生徒
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教員の感想
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（１） 生徒個人用端末の検討

（２） 生徒の学習を充実させる
ためのソフトウェアの検証

文理探究科の開設に向けて
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（１）生徒個人用端末
の検討

文理探究科の
開設に向けて

Windows 10 タブレットPC i Pad

現在、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ３６５との
アクセスがスムーズなものを比較・検証中
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文理探究科の
開設に向けて

他のソフトウェアも比較・検証
来年度の文理探究科で活用できるよう準備

（２) ソフトウェアの検証



ご清聴ありがとうございました


